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ドイツ国内及び国際協力による統合への道

最 近 の 政 治 的 な 出来 事 に よ っ て世 界 、特 に 日本 の 関心 は ドイ ツ に向 け られ た 。 多 くの 人 々 は私

達 ドイ ッ人 が どの よう な展 望 を持 って い るか 、特 に 日本 と ドイ ツ の協 力 につ い て 、 また 世 界 の他

の 国 々 との 協 力 につ い て 、 ドイ ツ人 が どの よ うな展 望 を持 って い る か を知 りた が って い る。

ドイ ッの 日本 文献 と して は、 さま ざ ま な種 類 の文 書 記 録 類 、 す な わ ち手 稿 本 、 印 刷 物(書 籍 と

雑 誌)、 書 類 、 手 紙 、 遺 稿 、 美 術 品 、及 び遺 品 な どが あ る。 しか し収 集 品が 美 術 品 と して博:物館

に分 類 され るか 、 あ る い は 印刷 美 術 の産 物 と して 図書 館 に保 存 され る か は さ ま ざ まで あ る。 そ の

た め ドイ ッ に存 在 す る 日本 文 献 の 目録 をつ くる と きは 、 図 書 館 の蔵 書 ば か りで な く他 の コ レ ク

シ ョンを も考 慮 す る必 要 が あ る 。 ニ ュ ー メデ ィ アが発 達 して 、 電子 メ デ ィアで 発 表 さ れ た資 料 も

文 献 とみ な され る よ うに な った 。

ドイツ の多 くの 図 書 館 に は東 アジ ア コ レク シ ョンが あ るが 、 そ の 規模 も重 要 さ も さ まざ まで あ

る。 コ レ クシ ョンの 古 さ と数 の 点 で は、 日本 の もの よ り中国 の もの の方 が優 って い る。

ドイ ツに お け る 日本 コ レ クシ ョンは独 日関係 をそ の ま ま反 映 して い る。

ドイ ッ は他 の ヨ ー ロ ッパ の 国 々、 た とえ ば ポ ル トガ ル(1542年)、 ス ペ イ ン、 オ ラ ンダ、 あ る

い は イギ リス な ど よ り遅 く、19世 紀 に な っ て初 め て 日本 と直 接 関 係 を持 った 。 した が って 、 ヨー

ロ ッパ にお け る 日本 コ レク シ ョンは 、他 の ヨー ロ ッパ の 国 の方 が ドイ ツ よ り大 き く、 また古 い わ

けで あ る。 しか し例 え ば オ ラ ン ダの 東 イ ン ド会 社 を通 じて早 くか ら ドイ ッ人 が 日本へ 渡 り、古 い

価 値 あ る 日本書 籍 が ドイ ツの 図 書 館 に もた ら され て もい る 。

図 書 館 に本 が入 って くるの は、 ま った く個 人 的 関係 に よる こ と もあ り、 あ るい は個 人 的 興味 に

よる こ と もあ り、また 偶 然 の機 会 に よる こ と もあ った 。意 図 的 に収 集 す る わ けで な く寄 贈 、相 続 、

遺産 購 入 、 また蔵 書 の移 動 、 戦 争 の 結 果 な どで コ レ ク シ ョンが増 加 す る こ と もあ った 。

ドイ ッの 東 アジ ア コ レク シ ョ ンに は、 さ ま ざ まな規 模 や さ ま ざ まな価 値 の 日本 コ レ ク シ ョンが

あ る。

したが っ て 、 ク ラ ウ ス ・プ レ ッ ツ ェ ル氏(KlausPretzell)1)が1976年 に西 ドイ ツ 連 邦 共 和 国

の様 々な 図書 館 を 自 ら訪 ね て 、 東 ア ジア 文献 コ レ クシ ョンの所 蔵 状 態 を調 査 した が 、 そ の 中 に は

図書 館 以 外 の機 関 が入 って い な いの で 不 十 分 で あ った 。 そ の 時 の資 金 で は大 まか な状 態 を調 査 す

る のが 精 一 杯 で 、 コ レ クシ ョ ンの規 模 や 出 所 、 起 源 、 出資 につ い て 、調 査 す る こ とはで き なか っ

た。 彼 の調 査 で は価 値 の あ る 、古 い挿 絵 の あ る本 が 美 術 品 と して収 集 され て い る博 物 館 は はず さ

れ て い る。 東 ドイ ツの 図書 館 や個 人 の コ レク シ ョン も含 まれ て い な い 。 こ う した コ レク シ ョン も
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これから調査 して、目録をつ くらなければならない。このような調査 は時間がかかるため、特別

の助成をうけた事業計画となって初めて実行できるのである。現在進められている総合目録プロ

ジェクト2)'3)と、所在地を記載 した書誌により、 ドイツにおける日本 コレクションに関する知識

は大幅に改善され、さらに拡大されつつある。

原則として、 ドイツのコレクションにおけるヨーロッパ言語で書かれた日本関連文献 と、日本

語の古典文献と日本語の近代文献とは区別する必要がある。それぞれのグループは別々に目録が

作成がされるべきである。

ドイッにおける日本コレクションは、独立 したコレクションとしてまとめられず、他の東アジ

ア関係の蔵書 と一緒に管理されることも少な くない。

ドイッでは中国語コレクションの量は一その歴史的背景のために一 日本語コレクションの量よ

りも多いのである。

この混然とした組織状態が蔵書管理の現状 に影響を与えているのである。

ドイッの図書館はドイツの歴史によって形造 られてきた。 ドイツの歴史の成 り行きの中で、中

世に行われた ドイツの領土分裂が展開した。何世紀 もの間、 ドイツの諸侯たちは自分の領土にお

ける権利を、上位の帝国権力による侵害や影響から護る努力をしてきた。波乱に富んだ浮沈の中

で皇帝の権力 と無力の歴史を、 ドイツ歴史全体を通して見ることができる。共通の ドイッ文化政

策もないままに、何度 となく、中央集権化 しようとする試みがなされてきた。

文化連邦的な体制はナチズムの時代をも含むドイツ歴史の流れの中で、失われることはなかっ

た。唯一の例外はドイツ民主共和国における中央集権化 した体制であった。 ドイッの分割と政治

的に異なる体制をとる二つの ドイツ国家の形成のために、両 ドイツ国家に異なった図書館制度が

発展 した。 ドイッ民主共和国の図書館システムは、中央集権的に組織された国家によって導かれ

た ドイツ民主共和国が崩壊し、新連邦州が連邦共和国の組織構造を受け入れると、連邦制システ

ムに有利に ドイツ民主共和国の中央集権体制が消滅し、連邦制になった。

東 ドイツの日本コレクションと日本研究は、新たな保護者 を得たのである。

こうした前提条件が現在 と将来の図書館と日本コレクションに影響 をおよぼすのである。

歴史的な現実から見ると、 ドイツの大図書館には、国家的なナショナルライブラリーに発展す

る可能性はない。また新しくナショナルライブラリーが創設されることもなかった。い くつかの

図書館が中央集権的な国のナシ ョナルライブラリーが担 っている使命 をようや くうけいれてき

た。

今のべたような理由から、 ドイツ連邦共和国における図書館は今 日まで連邦州の文化政策の一

部であった。連邦文化省や、中央国家文化政策 もほとんどな く、連邦州の文化省が存在するだけ

である。この点で ドイッの図書館の組織 と責任当局は日本のそれと大幅に違うのである。

ドイッの図書館の財源は主に公の手によって供給され、さまざまな財団、例えばドイッの図書

館の特別収集分野 プログラムをもつ ドイツ学術振興会(DeutscheForschungsGemeinschaft

DFG)の 支援 を受けている。私的な資金援助 は ドイツでは日本に較べて明らかに少ない。 ドイ

ッでは、金銭をもらうことにより、学問の自由を出資者が付ける諸条件の犠牲にしなければなら

ないという可能性 を恐れているのである。資金が不足する時は、協力により補充 しようとした。

教育と研究の促進のため、個々の図書館は一定の収集任務とサービスを引 き受ける。 ドイッの
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図書館が一つの図書館機構 の中でお互いに補いあうのである。

近代の東アジア文献の資料収集に関して図書館が分裂するのを避けるために、 ドイツ学術振興

会の特別収集分野プログラムの中で、集中化 し、専門の重点を形成 しようとする助成政策を実施

してきた。次の図書館が近代東アジア文献を地域の枠 を越えて供給 している:ベ ルリン国立図書

館、ハノーファー技術情報図書館、ケルン医学専門図書館、キール世界経済研究所図書館。

東アジア及び日本文献の歴史的に増大 した古い蔵書の維持と一層の拡張は、この特別収集分野

政策にはあげられていなかった。古い日本コレクシ ョンの購入は ドイツの図書館の一残念ながら

しばしば不充分な一予算にかかっている。時には個々の図書館が特別財政援助を受けることがあ

る。

最も重要な古書をもつ、最も古い東アジアコレクションは、1558年 に創設 されたミュンヘンの

バイエルン州立図書館(BayerischeStaatsbibliothek)に ある。

バイエルンの君主、ヴィッテルスバッハ家が、中国 と日本におけるイエズス会の布教 を援助 し

たため、すでに17世紀にイエズス会伝道を通 じて東アジアの書物や、東アジアに関する書物が ミュ

ンヘンにもたらされた。 しか し何よりもまず、バイエルン州立図書館は19世紀の中葉以来、広範

囲の重要な中国蔵書を買い、数年後には当時ヨーロッパ最大の中国図書コレクションを築き上げ

ることができた。

日本 と朝鮮の図書や、両国に関する文献は、1945年 以後初めてミュンヘ ンで計画的に購入され

た。バイエルン州立図書館は古書の購入により恒常的に蔵書を補充する努力をしている。最近で

は、 ドイッ学術擁護協会の特別資金交付により、日本の古版本の特に注 目に値する2つ のコレク

ションを手に入れた。現在のところ、ミュンヘンは中国語約10万 冊、日本語約6万 冊、朝鮮語約

7千 冊の蔵書を擁 しており、そのうち古中国書は1650冊 、古 日本書は950冊、古朝鮮書は150冊 と

なっている。

第2次 大戦後は、自然科学の研究の意義 と自然科学 を専門文献への要求 ・需要が ます ます高

まってきたので、収集の重点を自然科学 と技術に置 く新 しい学術図書館が誕生した。 これが1959

年に設立されたハノーファーの技術情報図書館である。同館は特に自然科学の専門雑誌の購入に

力を入れてお り、1962/63年 以来、東アジア言語の自然科学専門雑誌の収集を始めた。現在 この

技術情報図書館は2500以 上の東アジア言語雑誌を保有 しており、そのうち約250が 中国語、2,000

が 日本語、約100が 朝鮮語の雑誌 となっている。

医学の中央専門図書館、経済学の中央専門図書館 としては、ケルンの医学中央図書館と、キー

ル大学世界経済研究所図書館兼経済学中央図書館が連邦共和国に設立された。これらは特別収集

分野 との関係では、東アジアの文献収集を担当している。

ドイッで最も大規模な東アジアコレクションはベルリン国立図書館一プロイセン文化財団一が

所有 している。こうした発展の過程を見るとドイツの歴史が ドイツの大図書館に及ぼした影響一

束アジア特別コレクションの成立一地域の枠 を超えて機能する東アジア重点コレクションの形

成、という経過が、明瞭に読み取れる。

ドイツ史のベル リン国立図書館への影響

私共の図書館は今からち ょうど333年 前に創立され、その後、本質に関わるような責任機関や
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組 織 の変 化 を名 称 にあ らわ す た め に 、名 称 を9回 変 え て き た。 は じめ は1661年 にブ ラ ンデ ンブ ル

クの公 爵 フ リー ドリ ヒ ・ヴ ィル ヘ ル ム 大 選 帝 侯(FriedrichWilhelm,derGrosseKurfuerst)が

選帝 侯 図 書 館(ChurfuerstlicheBibliothek)と して設 立 した ので あ る。

1701年 以 後 、 創 立 者 の 後 継 者 が プ ロ イ セ ン 王 に 即 位 す る と 王 立 図 書 館(Koenigliche

Bibliothek)と 改 名 され た 。1918年 に君 主 制 が 終 焉 して 、 プ ロ イ セ ン国 立 図書 館(Preussische

Staatsbibliothek)と 改 め られ た 。 こ の 図書 館 は プ ロ イ セ ンの 最 も重 要 な 図書 館 と して 、細 か く

分 岐 した プ ロ イセ ンの 国 家機構 の 中 で 、 中心 的 な役 割 を担 い 、 ドイ ツ にお け る代 表 的 な 図書 館 に

発 展 した。 そ して 、 建 築 家 イー ネ(Ihne)の 設 計 に よ り、 ウ ン ター ・デ ン ・リ ンデ ン通 りに立

派 な建 物 が 建 て られ た 。

第二 次 世 界 大 戦 中、 この ベ ル リ ンの蔵 書 は保 管 の た め に30以 上 の ドイ ッ各 地 に 移 され た。

戦 争 の終 結 とと もに、1947年 、連 合 国管 理 委 員 の決 定 に よ り解 体 され た 。 プ ロイ セ ン国 の 終 焉

で もあ り、 プ ロ イセ ンの 文 化 的財 産 は 、終 戦 後 た だ ち に 、 そ れぞ れの 戦 勝 諸 国 に よ り没 収 され 、

そ の た め 、安 全 な場 所 に移 され て い た書 物 もす ぐに はベ ル リ ンの ウ ン タ ー ・デ ン ・リ ンデ ンの 建

物へ は戻 って こ なか っ た。

つ い に は二 つ の ドイ ッの 設 立 とい う ク ライ マ ックス を迎 え る こ と に な った ドイ ッの政 治 的 分 離

発 展 の結 果 、疎 開 に よ る蔵 書 の 偶 然 の 分 割 は 決 定 的 な もの に な っ て しま った 。 ソ ビエ ト軍 の 占領

地 区 に保 管 さ れ て い た 蔵 書 は 、 ウ ン ター ・デ ン ・リ ンデ ン通 りの建 物 に返 っ て きた。 これ ら は

1946年 以 来 、 ドイ ツ民 主 共 和 国 の 新 しい 文 化 政 策 にふ さ わ し く公 共 学 術 図書 館(Oeffentliche

WissenschaftlicheBibliothek)の 名 称 で 、 再 び利 用 可 能 とな っ た。 そ して ドイ ツ民 主 共 和 国 の

国 家 中央 集権 化 の進 行 よ り、 ドイ ツ民 主 共和 国 の 最 も重要 な 図書 館 とな っ た。 そ の こ とは1954年

以 来 の新 しい 名称 、 ドイ ツ国 立 図 書 館(DeutscheStaatsbibliothek)に は っ き り現 わ れ て い る 。

西 側 ドイ ッで は 、1946-1947年 に、 ア メ リ カ軍 占領 地 区 に保 管 さ れ て い た、 か つ て の プ ロ イ セ

ン国 立 図書 館 の蔵 書 の一 部 を、 ラ ー ン河 畔 の マ ール ブ ル クに集 め た。 さ らに特 に貴 重 な手 稿 本 蔵

書 は フ ラ ン ス軍 占領 地 区 に保 管 され た。 か つ て の プ ロ イセ ンの文 化 財 を維 持 、 発 展 させ る た め 、

1961年 に連 邦 共 和 国 と連 邦 州 が 財 政 援 助 す る 公 法 の 連 邦 直属 財 団 プ ロ イセ ン文化 財 団(Stiftung

PreuβischerKulturbesitz)が 設 立 され た。 こ れ に よ り、 図書 館 は ドイ ッ の 文 化 政 策 の 中 で 、 特

別 な地位 を得 る こ とが で きた。

図書 館 は1962年 の 財 団へ の編 入 と、 ドイ ツ学 術 振 興 協 会 に よる 気前 の い い援 助 に よ り、連 邦 共

和 国 の代 表 的図 書 館 に発展 した 。 ドイ ツ連 邦 共 和 国の 図 書 館 全 体 の 中 で地 域 的 な枠 を超 えた使 命

を 数 多 く担 い 、1968年 に は プ ロ イ セ ン 文 化 財 団 国 立 図 書 館(StaatsbibliothekPreussischer

Kulturbesitz)と 改 称 さ れ た。 財 団施 設 の 本 拠 地 はベ ル リ ンに あ る。1967年 か ら1978年 に か け て

ポ ッ ダ ム 広 場 に 国 立 図 書 館 の 新 しい 建 物 が 建 て ら れ た。 建 築 家 は ハ ン ス ・シ ャ ル ン(Hans

Scharoun)で あ る 。

ドイ ッ分 裂 が 解 消 した あ と、 ドイ ツ分 裂 の 上 に成 り立 って い た 私 共 の 図書 館 の分 裂 も解 消 し、

1992年 ドイ ッ 国立 図書 館 と プ ロ イセ ン文 化 財 団 国立 図書 館 の 統 一 が 実 現 し、 ベ ル リ ン国立 図 書 館

一 プ ロ イ セ ン文 化 財 団(StaatsbibliothekzuBerlin -PreussischerKulturbesitz)と 正 式 に 改

称 され た 。 私 共 の 図書 館 は現 在 、 両 図 書 館 の 建 物 を使 用 して850万 冊 以 上 の学 術 的 、 多 面 的 文 献

を保 有 して お り ます 。
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ベル リン国立図書館の東アジァコレクシ ョン

大 選 帝 侯 フ リー ドリ ヒ ・ヴ ィル ヘ ル ム(在 位1640-1688年)が 、約2万 冊 の 自分 の 私 設 図 書 館

を学 識 あ る一般 の 人 々 に開 放 し、 ベ ル リ ンの居 城 の 一翼 に い わ ゆ る選 帝 侯 図 書 館 と して 創 立 した

とき 、 自分 の侯 国 の た め に オ ラ ン ダの東 イ ン ド会 社 を模 範 とす る貿 易 会 社 を設 立 して 経 済 的 成 果

を あ げ よ う と も考 え た。 この 時 代 の 多 くの 人 た ち と同様 、 フ リー ドリヒ ・ヴ ィル ヘ ル ム は陶磁 器

愛 好 家 で あ り、東 ア ジ アの 珍 品 コ レ ク ター で あ っ た 。 け れ ど も、彼 の興 味 は美術 品 や コ レ ク シ ョ

ン を獲得 す る域 を超 えて い た 。 彼 は 中 国 との コ ンタ ク トか ら多 くの こ と を期 待 して お り、 ベ ル リ

ンの 主 任 牧 師 ア ン ドレア ス ・ミュ ー ラー(AndreasMUIler1630-1694年)と 、そ の侍 医 ク リス チ ャ

ン ・メ ンッ ェ ル(ChristianMenze11622-1701年)に 中 国 語 を学 ばせ 、極 東 か ら書 籍 を入 手 す

る よ う指 示 した。 この 最 初 の 受 け 入 れ は 、 中 国か ら の もの で 、 図書 館 の 設 立 の最 初 の 年 にす で に

行 わ れ た 。 ク リスチ ャ ン ・メ ン ツ ェル は 中 国 か ら もた ら され た書 籍 の 目録 を作 成 し、 印刷 させ た

一 私 共 の 図書 館
、 今 日の ベ ル リ ン国 立 図書 館 の 最 初 の 印刷 目録 は 中国 コ レ ク シ ョンの リス トで あ

る。 この 目録 は1685年 刊 とな って い る。

図書 館 創 設 の時 代 はす で に 日本 は ヨー ロ ッパ 人 に とっ て 閉 ざ され た国 にな って い た 。 そ れ で も

ブ ラ ンデ ンブ ル グ選 帝 侯 の 最初 の書 籍 の 中 に、 日本 か らの真 の宝 物 、 い わ ゆ るフ ロ ー ラ ・ジ ャパ

ニ カ(Florajapanica)が あ っ た。 これ は1683年 に 日本 で 注 文 され
、 長 崎 で 日本 人 に よ って 描 か

れ た1360枚 の 日本 の 植 物 とい くつ か の鳥 を個 々 に描 い た彩 色 画 の コ レ ク シ ョ ンで あ る。 こ の豪 華

な コ レク シ ョン は1685年 に東 イ ン ド会 社 の 取 り引 き ル ー トを経 て ベ ル リ ンに到 着 し、今 日で は私

共 の最 も大 切 に して い る貴 重 書 の一 つ で あ る。

日本 との 接 触 は中 断 され たが 、 中国 へ の 関心 は存 続 し、 中国 の書 物 の広 範 囲 な購 入 へ と展 開 し

た。 ドイ ッで 最 も大規 模 で 内容 的 に も釣 合 の とれ た 中国 書 籍 の コ レ クシ ョ ンが ベ ル リ ンに誕 生 し

た ので あ る。1941年 に は7万 冊 の ヨ ー ロ ッパ で 最 大 か つ 最 高 の コ レ クシ ョ ンに な って い た。 しか

し戦 争 を免 れ た の は 、 わず か2万4千 冊 にす ぎな か っ た。

王 立 図書 館 にお け る 日本 の 書 物 中心 の 幅 広 い収 集 は、 プ ロ イセ ン国 が 第 一 次 東 ア ジ ア遠 征 を

行 っ た時 に開 始 され ま した。1860、861年 、プ ロ イセ ンの遠 征 隊 が オ イ レ ンブ ル グ伯 爵(Friedrich

GrafvonEulenburg)の 指揮 の下 で 、 日本 へ 向 け て 航 海 に乗 りだ した 時 、 日本 が ア メ リカ や他

の ヨ ー ロ ッパ諸 国 に認 め た の と同 じ特 典 を ドイ ッ との 通 商 に も認 め させ る とい う 目標 を もって い

ま した。この 時 、707名 の 遠征 隊員 が 日本 を訪 れ ま した。 この 中 に は後 の 日本 大 使 マ ックス ・フ ォ

ン ・プ ラ ン ト(MaxvonBrandt)、 フ ェ ル デ ィナ ン ト ・フ ォ ン ・リ ヒ トホ ー フ ェ ン(Ferdinand

vonRichthofen)、 ルチ ウス ・フ ォ ン ・バ ルハ ウ ゼ ン(LuciusvonBallhausen)な どが い ま した。

これ らの 人達 の蔵 書 の 遺 産 購 入 が 可 能 とな っ たの で 、 そ の後 国立 図 書 館 が 入 手 した もの の 中 に 、

これ らの 人物 の 名 が 冠 せ られ た もの が い くつ か あ り ます。

ドイ ッ の図 書 館 が う けた 最 も大 きな打 撃 は、 お そ ら く第二 次 世 界 大 戦 とそ れ に 直接 起 因 す る書

籍 の 紛 失 で し ょう。1941年 秋 に蔵 書 の継 続 的疎 開 が 始 ま った 時 、 プ ロ イセ ン国 立 図 書 館 は400万

冊以 上 の蔵 書 を擁 して い ま した 。東 ア ジ ア書 籍 は1943年 に疎 開 され ま した 。 残念 な が ら最 後 の年

の 実 際 の 蔵書 統 計 はあ りませ ん。1924年 の報 告 に よ る と、 日本 コ レ クシ ョンは刊 本999冊 、 巻 物

22本 、 手 稿 本4冊 と な っ て い ま す 。 こ れ に 対 して 中 国 は刊 本44,514冊 、 手 稿 本1 ,719冊 で す 。
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1943年 には東アジアコレクションは日本の著作1,400部(5,000冊)、 中国の著作18,000部(70,000

冊)を 保有 していたということです。移動により日本の蔵書のうち約5,000冊(そ のうち日本古

書200冊)が 西に移され、24,000冊 の中国書 と日本古書5タ イ トルが東で保護されました。その

他の蔵書の所在は長いこと不明で した。そのうちの大部分は現在のところ、まだクラコーのヤギ

ロニ図書館に保存されています。ベルリンへの返還についての交渉が始まりました。 しかし移転

の基礎資料を点検 してみると、蔵書統計は信頼で きず、1,000タ イ トルの日本古書が行方不明で

あることが分かりました。これらは現在、ポーランドの疎開地であったホーエンヴァルデに運 ば

れていたのです。

第二次世界大戦後、かつてのプロイセン国立図書館の東アジア蔵書は、全 く異なった発展をと

げました。

東 ドイッでは、国の外貨統制によって日本からの書物の購入が非常に大きな影響をうけ、資本

主義国の文献はごく限られた範囲のものしか入手できなくなりました。社会主義国である中華人

民共和国は、最初東 ドイツと友好的な関係にあり、これが東 ドイツにおける中国研究の奨励 とも

相まって、中国コレクションの大幅な拡充をもたらしました。北京 とモスクワの関係が冷却す る

と、東 ドイツと中華人民共和国の関係もまた後退しました。

その結果、東 ドイツにとっては、政府刊行物の交換がいっそう重要になってきました。

ドイッ国立図書館は、日本の民間から2度 も重要な援助 を受けました。まず、日本の児童書 出

版社の全出版物が定期的に送 られてきましたので、 ドイツ国立図書館の児童書部門には日本の児

童書コレクションが充実 しています。2回 目の贈 り物は、日本の共産主義者であり、学者の大塚

金之助の私蔵図書館のことです。大塚はその思想的信念から、自分の蔵書を寄贈するには、東 ド

イツこそ理想的と考えたのです。彼の図書12,275冊 は、 ドイッ国立図書館の日本コレクションの

柱をなすものとな りました。

オリエント語ゼ ミナールの残 り蔵書と、ベルリンの日本学者クレメンス ・シャールシュミット

(ClemensSchaarschmidt)の 遺産の一部もドイツ国立図書館 に受け入れられました。

旧プロイセン国立図書館の西 ドイッの後継図書館で も、西 ドイツ地方に疎開されていた蔵書が、

1946年 か ら1948年 にかけてライン河畔のマールブルクに集め られ、かつての東アジア ・コレク

ションの一部分が計画的に再現されました。困難な条件のもとで、常に予算不足に悩 まされなが

ら、図書館 は新 しい収集の道を開き、東アジア諸国との取引関係をつ くりあげていきました。

当初はたった一人の図書館職員が、すべての東アジア言語の図書の発注から受入れ、目録作成

まで行い、東アジア蔵書を管理 していました。しかしドイツ学術振興会が特別収集分野計画のな

かで、東アジア特別収集分野を国立図書館に委ねましたので、ようやく東アジア ・コレクション

に対する政府の姿勢に根本的な変化が訪れました。プロイセン文化財団国立図書館は、32万 冊の

東アジア言語蔵書 と3,000冊 の定期刊行物を収集することができました。17-19世 紀の日本の木

版印刷を含む、さまざまの東アジア学者やコレクターの遺産蔵書によって、日本古書コレクショ

ンがかなり増加 しました。

特に重要なものは、8-13世 紀の貴重な古木版13点 のコレクションの寄贈です。その中には、

これまで ドイッの図書館では見られなかった百万塔陀羅尼一式、奈良、嵯峨、高野版などがあ り

ます。
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ドイッの再統一後、同 じ一つの根から生まれながら、40年以上もの間、別々に別れて発展した

二つの図書館を再び統合することに意見が一致 しました。何十年にもわたって成長し、階級構造

も固定してしまった二つの図書館を統合することは大変なことですが、他の諸部門や特別部門に

くらべれば、東アジア部の場合は比較的らくに実行で きました。プロイセン文化財団国立図書館

には東アジア部があ りましたが、 ドイツ国立図書館には固有の東アジア部はあ りませんでした。

だから管理構造を統一する必要は無 く、 ドイツ国立図書館のアジア ・アフリカ部に分類 されてい

た東アジア部門が ドイッ国立図書館から分離され、国立図書館の東アジア部に統合されたのです。

蔵書は現在、ポツダム通 りの図書館で通常の開館時間にすべて利用できます。

ドイッ国立図書館の書庫の東アジア言語の文献10万 冊が加えられたことにより、ベルリン国立

図書館東アジア部の蔵書数は約50万 冊になりました。そのうちおよそ15万 冊が日本語、35万冊が

中国語、3万 冊が朝鮮語、満州語、モンゴル語、チベ ット語です。

両館の蔵書構成が類似 しているので、目録を照合 して重複本を調査します。蔵書は各タイ トル

1部 に減少 し、重複する図書は新連邦州(旧 東 ドイツ地方に設置された新しい州のこと)に 新設

された図書館に提供することも検討 されています。該当する図書の多 くは中国書です。しかしこ

うした新規の課題は、職員が増員されないと着手出来 ません。

日本図書の広域提供のためのベル リン国立図書館東 アジア部の課題

a)収 集

1993年 には、ベルリン国立図書館東アジア部の収集予算としてDM1,166,200ド イッマルクが

提供 されましたが、そのうちの半分は、 ドイツ学術振興会 という外部財源からの資金です。この

資金のうち、65%が 日本語資料のために支出されましたが、受入れたのは2,000タ イ トルにすぎず、

これに対 して中国からは10,000タ イ トルの受入れがありました。その他に、日本の雑誌2,000誌(約

700部 が書店を通 して、1,300部 が政府刊行物国際交換により)が 継続的に受入れされています。

中国からも同様1,200誌 が入っています。

ベルリン国立図書館は東アジアを重点収集としているので、毎年の予算の枠のなかで、人文科

学、社会科学、政治学、経済学、東アジアの法律、東 アジアの自然科学史などを収集 しています。

さらに中国学、日本学、朝鮮学、東南アジア学などの専門分野 も重点的に充実しています。これ

らの収集分野はさらに西欧言語の文献により補強されています。それでもベルリン国立図書館の

購入は、日本研究のニーズをカバーするにはまだ足 りません。

付加的収集源となっているのは、政府刊行物国際交換制度です。ベルリンの国立図書館は非常

に早 くから日本の政府刊行物を受入れてきました。1868年に新国家形態が確立されるとまもな く、

日本は早 くも世界の国立図書館に、それも英文の公式政府刊行物を送付 しています。こうしてプ

ロイセン国立図書館は、現在では非常に貴重かつ稀少な蔵書を所蔵することになったのです。

二つの ドイッ国家の成立 とともに、東 ドイツと西 ドイツの国立図書館の陽にも、政府刊行物の

交換関係が成立しました。いま両館は再びひとつの図書館に統一されたのです。

政府刊行物交換は、政府刊行物国際交換 を軸 として開設されました。その業務は政府刊行物部

と資料交換部によって行われています。資料交換部は、ユネスコの協定 と連邦政府の契約取 り決

めにより、国、あるいは国の委託を受けた図書館 と直接交換関係を結ぶ権利を与えられています。
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現在のところ、30力 国と交換協定を結んでいます。 日本からは年に1,300種 の逐次刊行物 と、お

よそ600タ イ トルのモノグラフを受入れています。

b)目 録

東アジア部は、人員不足のため、固有の主題分類は行ってお りません。

国立図書館の豊富な雑誌コレクションは、オリジナルの文字によらず、ローマ字で雑誌名 目録

に記入されています。1971年 以来ベルリン国立図書館には、1978年 独立 した ドイッ図書館研究所

(DeutschesBibliotheksInstitutDBI)と の協力によ り、連邦共和国内に存在する国内および

外国雑誌の雑誌目録のデータベースができてお ります。東 アジアのコレクションも徐々に雑誌目

録データベースに編入されています。

ベルリン国立図書館では、今のところ東アジア部の単行本をまだ伝統的な方法で目録作成 し、

カー ドにローマ字による翻字 とオリジナル原語文字の両方を記載したアルファベ ット順書名 ・著

者名目録としています。

プロイセン文化財団国立図書館の 日本語、中国語および他の東アジア言語の蔵書 目録は印刷 目

録19冊 になっており4)、新着図書の補遺版 も計画 されています。 しか しこのプロジェクトは、最

近の傾向や将来の可能性から見ると、必ずしも妥当なものとはいえません。国立図書館の東アジ

ア部と諸大学の日本学ゼミナール図書館とのネットワーク形成や、総合 目録の作成、購入や相互

貸借のために共用書誌データを使用する、などを実現すべ きでしょう。技術的設備がなく、図書

館学教育を受けた図書館員がいないという現状 を考慮すると、このプロジェクトは特別資金なし

には実現できないものです。

日本の図書館におけるコンピュータ導入が中国よりもずっと早く、ハイレベルに達 しているに

もかかわらず、日本が技術的にヨーロッパや中国とは違 った方式 を選んだために、今 ドイッでは

日本のデータよりも中国のデータの方が利用 しやす くなっています。一例として、ベルリン国立

図書館や、他の ドイツ、イギリスの図書館ではすでに、中国の全国書誌データベースを東アジア

蔵書の目録作成に使用 しています。また、 ドイツと中国とのネットワークを通 じて、二十五史の

データベースを、 ドイッからオンラインで検索することができます。

国立図書館ではなく、ハイデルベルク大学の中国学研究室には大規模な技術設備があるので、

日本のデータベースをオンラインで検索することが可能です。すでに1990年 に、 ドイッ語圏の大

学の日本学の現状 を紹介 した中でクラウス ・クラハ ト氏(KlausKracht)5)は 、日本の施設 との

交流において電子情報を全面的に利用するという観点から、大学の日本学研究室計算機センター

につないで、情報提供の道を開いてほしいと要請しました。彼はここで 『ヨーロッパの主要な東

アジア図書館にペースメーカーの役割』 を期待 しています。ベルリン国立図書館の東アジア部が

この課題を果たすには、情報技術上の前提条件が満たされず、人員 も空間も不足 し、政策面でも

障害があります。

今日では、大学問にデータ中継ネットがあ り、日本学研究室には全 く新 しい可能性が開かれま

したが、国立図書館の東アジア部は、現在のところこのネットワークに参加することができませ

ん。

もちろん私どもの図書館には、ヨーロッパ言語の リサーチのためには、国内 ・外国のデータベー

スのオンライン検索にしろ、CD-ROMの データ検索にしろ、国際的レベルのすべて可能性が存
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在 し、国立図書館はすでに100種 のCDを 利用に供しています。

日本はオンライン・サービスやCD-ROMに 記憶させたデータを数多 く提供しています。しか

し国立図書館は、技術的に中継可能な日本語情報をドイツの利用者に提供することを全 くしてい

ません。本来ベルリン国立図書館が東アジアの収集重点を維持する任務を負うということは、同

時に、タイミングよく効果的なサニビスを行 うための前提条件を担当委員会が整えなければなら

ないということも意味 しています。 しかし東アジア部の人員構成と部の技術的設備の現状では、

出来る筈のことが実行できません。

ドイッ最大の図書館、それも大きな東アジア蔵書を持つ図書館だけが、オリジナル文字で書か

れた東アジアの図書の目録作成に、電子情報処理を応用することがで きます。東アジア文字を使

わない翻字のみの目録なら作れます。しかし、中国語や日本語のオリジナル文字の情報価値が高

いので、ベルリン国立図書館の東アジア部は、東アジア蔵書の目録作業にはオリジナル文字を使

用することが必要だとかんがえています。

東アジアの文字表現をドイツ図書館研究所の大計算機にインス トールすることはまだ成功して

いません。ベルリン国立図書館ではそのため、DOSコ ンピュータにインス トールされた、漢字

処理に対応で きるALLEGROと いうプログラムの力 を借 りて、ヨーロッパ言語のために使われ

るIBASシ ステムとコンパティブル と思われる目録作成を行っています。その場合、国立図書

館がディス.クセ ットで購入 した中華人民共和国の全国書誌の目録データを使用 します。

東アジア部は、同様のことを、 日本の全国書誌の助けを借 りて行いたいと考えています。すで

にCD-ROM .のJ-BISCが 売られています。上に述べたプログラムALLEGROは 、漢字と日本

文字の処理のときに衝突が起こらないところまで調整されています。まだ東アジア部に必要な技

術的条件が整っていないので、実際にはこのシステムは日本語には適用できません。

c)相 互貸借

日本古図書と特別保護すべ き蔵書を除いて、ベルリン国立図書館東アジア部の蔵書は遠隔地相

互貸借で貸 し出すことができます。この広域利用は、 ドイッ学術振興会が振興政策のひとつにと

りあげたものです。

国立図書館は、東アジア文献に関しては、請求票が地域の総合目録をグルリと回る方式では必

要以上に遅れることが明らかになったので、1974年 以降は、オリジナル言語の文献について国立

図書館 と関連研究所との間で協定 した直接相互貸借サービスを推進 しています。このグループに

は、ドイッ連邦共和国全域の33研究施設だけでなく、オース トリア、スイス、オランダ、ベルギー、

スウェーデンの研究施設も参加 しています。

国立図書館は、自分の蔵書で間に合わない場合、直接 日本に働 きかけるための仲介の労をとり

ます。1977年 以来東 京 に は、現 在 の数 学 ドキュメ ンテー ション協会(Gesellschaftfuer

MathematikundDatenverarbeitungGMD)の 事務所である、学術情報連絡事務所があ ります。

この事務所に所属する日本人女性職員がひとり、日本の図書館で働 き、調査活動を行い、コピー

をとって ドイッへ送付 していました。東京の事務所が、国立国会図書館やその他の日本の図書館

の蔵書を利用する許可を得たので、受け取った請求票の解決率は75%か ら89%へ と上昇 しました。
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

国立図書館東アジア部の閲覧室に、主に書誌、事典、参考図書と専門雑誌数種など、合計1万

冊の蔵書が備えつけられています。今のところ閲覧室の蔵書はもっぱらレファレンス ・ッールで

す。ベルリン国立図書館東アジア部は、他の図書館のために、東アジア文献についてヨーロッパ

言語で解題するサービスにおいて も、広域援助を行っています。

私たち ドイッの図書館員 は、特に国際交換協定の枠内で送られる国立国会図書館の出版物に

よって、たいへん助けられています。日本全国書誌のような書誌、国立国会図書館の件名 目録、

国立国会図書館の欧州言語著作物 目録、および特殊コレクション目録などの資料のおかげで、私

たちの情報サービスが効果的なものにな ります。

ドイツにおける日本研究書の不足

ドイツの日本研究ニーズにとっては、相互貸借は側面援助的な対策にすぎません。特に ドイッ

東部における書籍の不足は深刻です。日本研究を可能にするような蔵書が全 くと言っていい程な

かったのです。

再統一によってベルリン国立図書館の東アジア部では、相互貸借の要求が増加 しています。職

員構成や設備 を改善 しない限り、この要求にはとて も対応 しきれません。

書誌と総合 目録による日本関係蔵書の検:索

a)日 本 に関 す る ヨ ー ロ ッパ 言 語 出版 物 の 把 握

19世 紀 の 末 以 来 、 ヨー ロ ッパ 言 語 で書 か れ た 日本 関係 文 献 の現 在 の書 誌 が 、 ヴ ェ ン クシ ュテ ル

ン(Wenckstern)7)、 ナ ホ ト(Nachod)8)、 プ レゼ ン ト(Preasent)8)、 ヘ ー ニ ッシ ュ(H:aenisch)8)に

よ って 出版 され ま した 。 ヨー ロ ッパ 言 語 で書 か れ た 日本 関係 図書 を登 録 す る だ けで な く、1542年

ポ ル トガ ル人 が 日本 を発 見 して か ら、1853年 に ア メ リ カ人 が 強制 的 に 開国 す る まで の 、 ヨー ロ ッ

パ で書 か れ た昔 の 日本 関係 文 献 まで 遡 及 的 に 収 録 し、 所 在 デ ー タを記 載 す る こ とが 必 要 で した 。

これ に よ っ て まず 、 数 少 な い 日本 の 古 文 献 は 「全 欧 州 諸 国 図書 館 蔵 書 に就 き之 を網 羅 す る要 が あ

る」9)。だ か ら ヨ ー ロ ッパ の総 合 目録 とい う考 え は、 す で に1928年 に登 場 した とい う こ とに な り

ます 。

そ の作 業 が10年 間行 わ れ ま したが 、 第 二次 世 界 大 戦 勃 発 間 際 の 国 際 的緊 張 の 時 代 に は、 広範 囲

にわ た る著 作 の刊 行 は無 理 だ とい う こ とが分 か り、 京 都 の 日本研 究 所 は こ の作 業 成 果 の公 表 に踏

み 切 りま し た 。 こ れ が1940年 に 京 都 で 刊 行 され た 書 誌 的 なAlt-Japan-Katalog9)(古 日本 目録

1542-1853)で す 。 原 稿 を 回 覧 す る 方式 で 、 ドイ ツ とオ ー ス トリ アの 図 書 館100館 と、 日本 の 図

書館18館 と、 ヨー ロ ッパ 言 語 で 書 か れ た 日本 関 係 の 蔵 書 を記 入 し ま した。

今 まで あ ったNachod、Praesent、Haenischの 日本 書 誌 に は 、 い く らか 欠 点 や 欠 落 が あ っ た

とい う経 験 をふ ま えて 、マ リア ンネ ・コ ック ス氏(MarianneKocks)と ヴ ォル フ ガ ン グ ・ハ ダ ミ ッ

ツ キ ー氏(Wolfgang且adamitzky)の 尽 力 に よ りJapan-Bibliografie2)(日 本書 誌)の 編 集 が 始

め られ、 現 在 まで継 続 され て ます 。 これ に は ドイ ツ語 で 書 か れ た 日本 関係 文 献 の み が 収録 され て

い ます 。
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コ ンピ ュー タを使 って 作 成 され る この書 誌 は 、 ヨー ロ ッパ と 日本 の図 書 館 の 蔵 書 を登 録 して い

るの で 、 所 在 デ ー タに よ って 、 今 まで不 明 だ った文 献 を検 索 で きる し、 ま た ドイ ッの 図 書 館 で は

不 可 能 な件 名検 索 が 出来 る よ う に な って い ます。

b)ド イツ の 図書 館 に所 蔵 され て い る手 稿 本 と1868年 以前 刊 行 稿 の 日本 語 蔵 書

一 方1982年 以 来
、 ドイ ツ学 術 振 興 会 の 出資 に よる 「ドイ ツ にお け る オ リエ ン ト(東 洋)の 手 稿

本 目録 」 とい う 目録 プ ロ ジ ェ ク トが あ り、 そ の 中 で 、 エ ヴ ァ ・ク ラ フ ト女 史(EvaKraft)が 作

成 した 、 ドイ ツの 図 書 館 の 日本 コ レ ク シ ョン を収 録 した 目録5巻3)が あ ります 。 彼 女 は 中国 書 の

日本 語 訳 は これ に収 録 して い ませ ん。 エ ヴ ァ ・ク ラ フ トは これ まで に 、 ベ ル リ ン、 ボ ッフ ム、 ブ

レー メ ン、ハ ン ブル グ、 ケ ル ン、 ミュ ンヘ ン にあ る古 い 日本 蔵 書 を採 録 し ま した。 こ の プ ロ ジ ェ

ク トは今 も続 け られ て い ます 。

国 際 交 流 基 金(JapanFoundation)は 、 こ れ と同 じ狙 い で は あ り ます が 、 もっ と広 範 囲 に及

ぶ 総 合 目録 に資 金 援 助 を して い ま す 。 す な わ ち 、 ペ ー タ ー ・コ ル ニ キ 氏(PeterKornicki)が

1990年 か ら何 人 か の人 と協 力 して進 め て い る 、 ヨ ー ロ ッパ に存 在 す る初 期 日本 書 籍 の総 合 目録 で

す 。 この 目録 作 成 作 業 は、 所 蔵場 所 のつ き とめ られ る全 ヨー ロ ッパ の 日本 古 書 籍 をすべ て網 羅 し

てい ます 。

c)近 代 日本 語 文 献 の総 合 目録

こ こで はケ ンブ リ ッジ のJapanLibraryGroupIo)の 総 合 目録 プ ロジ ェ ク トを と りあ げ ます 。 日

本 の デ ー タベ ー スNACSIS(NationalCenterofScienceandInformationSystems)へ の 総 合

目録 の助 け を借 りて、 ケ ンブ リ ッジ大 学 に、 英 国 図 書 館 に あ る 日本語 蔵 書 の デ ー タベ ー スが 生 ま

れ た ので す 。 な るべ く多 くの外 国 の参 加 者 が この デ ー タ ネ ッ トに接 続 す る こ とが 期 待 され てい ま

す。 そ うす れ ば 日本 最 大 の 図書 館 デ ー タベ ー スの ネ ッ トワ ー ク化 が 実現 され る か らで す 。

大陸間協力

所 蔵 数 の 限 られ た文 献 を、 図 書 館 協 力 に よ って補 う試 み は、 まず ロ ー カ ル な レベ ル で小 規 模 に

始 め られ 、 そ の発 展 と と もに、 活 動 計 画 が 国 内 、 最 近 で は ヨ ー ロ ッパ 中 に拡 張 され て きま した。

現 在 で は、 この拡 張 の流 れ を大 陸 間 協 力 に まで 拡 大 す る こ とが 期待 され て い ます 。

学 問が 国 際 化 す れ ば 、外 国が 従 来 以 上 に ドイ ツの コ レク シ ョンの 利 用 に 関心 をむ け 、 ま た ドイ

ツの 学 問 が 外 国 の研 究 や 資 料 調 査 活 動 の 成 果 に関 与 しよ う とす る 意 欲 を高 め る結 果 と も な りま

す 。 日本 関係 で は特 に情 報 交 換 の必 要 が 大 き くな っ て きま した。 日本 側 の コ ン ピ ュー タ技 術 の可

能性 をよ りい っそ う活 用 す るこ とに よ り、 ドイ ツ側 の言 葉 の障 害 を軽 減 す る 努 力 が行 わ れ な け れ

ば な りませ ん。

1989年 、EuropeanAssociationforJapaneseResourceSpecialists11)EAJRS(日 本 文 献 専 門

家 欧 州協 会)が 設 立 され る と、 い くつ か の広 域 図 書 館 員 活 動 企 画 と試 験 的 プ ロジ ェ ク トが生 まれ

ま した12)。 日本 で は、 日本 と ドイ ツ の 図書 館 員 の 協 力 を課 題 とす る懇 談 会 が つ くられ 、 日独 図書

館 懇 談 会(Japanisch.DeutsucheBibliothekarischeGespraechsrunde)13)が 作 ら れ、1986年 の東

京 にお け るIFLAの 折 の創 立 以 来 、 日本 と ドイ ッの 図書 館 員 を気 楽 な利 益 共 同 体 と して ひ とつ

に ま と め る 動 き を して い ま す 。 ま た 日本 研 究 協 会(GesellschaftfuerJapanforschungGJF

1993)14)やDeutscheGesellschaftfuerOstasiatischeKunst(ド イ ッ東 ア ジ ア 美 術 協 会1990)15)
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の よ う な 、 日 本 研 究 者 が 発 言 の 場 を 持 つ 学 術 団 体 が 新 設 さ れ ま し た 。 日本 と ヨ ー ロ ッパ の 研 究 の

た め の 源 の テ ー マ は こ こ に 委 員 会 を 持 つ わ け で す 。

国 内 及 び 国 際 的 な 広 が りで 存 在 す る す べ て の 文 献 を 、 共 同 で 検 索 し利 用 す る た め の コ ン ピ ュ ー

タ技 術 の 可 能 性 は 、 過 去 数 年 の 問 に 非 常 に 拡 大 し ま し た 。 自然 科 学 の 分 野 で は 、 デ ー タベ ー ス の

共 同 利 用 を協 定 す る と、 ド イ ツ で も い く つ か の 英 語 の 日本 関 係 デ ー タ ベ ー ス が 提 供 さ れ る よ う に

な り 、 日本 で は こ れ と 比 較 に な ら な い 程 多 数 の ヨ ー ロ ッパ 及 び ア メ リ カ の デ ー タ ベ ー ス が 利 用 さ

れ る よ う に な り ま した 。 しか し ヨ ー ロ ッパ で 日本 語 の オ リ ジ ナ ル 言 語 の 情 報 源 を使 っ て 研 究 す る

際 に 必 要 な 、 日本 の オ リ ジ ナ ル 言 語 の デ ー タ ベ ー ス を 、 ドイ ツ の 図 書 館 が 利 用 す る 協 定 は ま だ 出

来 て い ま せ ん 。

日本 人 と ドイ ツ 人 に と っ て 、 政 治 、 経 済 の レベ ル を 越 え た 純 粋 な 関 係 を強 化 し て い く こ と が 重

要 で あ れ ば 、 で き る だ け 早 く効 果 的 に 、 い くつ か の ド イ ツ の 図 書 館 で 重 点 的 に 、 こ れ ま で の 収 集

の 重 点 を 考 慮 しな が ら 、 日本 の 文 献 コ レ ク シ.ヨ ン を 充 実 し な け れ ば な り ませ ん
。 ド イ ツ の 図 書 館

や ド イ ッ の 日 本 研 究 者 に は 、 国 際 協 定 に も と つ い て 日 本 の 文 献 が 拡 充 さ れ 、 そ.の 利 用 が 促 進 さ れ

る こ と へ の 期 待 が 高 ま っ て い ま す 。 ベ ル リ ン 国 立 図 書 館 東 ア ジ ア 部 に も、 現 在 利 用 で き る す べ て

の 文 献 の 目 録 を作 成 し 、 提 供 す る 任 務 を 引 き 受 け る チ ャ ン ス が 与 え ら れ る べ きで し ょ う
。 こ の 任

務 を 果 た す た め に は 、 特 別 収 集 分 野 に ふ さ わ しい 職 員 構 成 、 技 術 的 設 備 、 相 互 協 定 、 経 済 的 及 び

精 神 的 な 援 助 な ど が 前 提 条 件 と な り ま す 。
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